
8《782）　　　　　　　　　　　　　　　　僑州齢蒜第9遜繁6母

原　　著

血痕検査に於ける抗一H，抗一〇抗体の利用性について

昭禾035年10ノヨ　3　1…1　受イ寸

昭1和鷺工株式会祉川崎工場
（指醐：儒州大学眠学部法医学教察主任　野田金次郎教授）

　　　　　佐　　藤　　　　隆

On　the　Utilizations　of　anti－H　or　anti－O　by　ABO　I3100d

　　　　　　　　　typing　of　Blood　Stains

　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　Takashi　SATO
　　　　Showa－Denko　Co，　Ltd；Kawasald　Branch・Factory
　　　（Department　of　Legal　MeClicine，　Facu1しy　of　Mediqine，　　Sh至nshu　Universlty，　D1rectoヱ・：Prof，　Dr，　K．　Noda）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J血膜による1重L液型半1腱のフ∫法としては，抗体識i朋

　　　　　　まえがき　　．　　　法⑨一④と誠繍三撒⑤⑩力蔑あり講魏，燃
血撫りの血液型判蹴1犯罪非賄上個撒別獣　 ・はり、その備・隈謙れでいる讐の，・・　t8蝦
きts意・xを有して履り，実際捜査官力・らの要求も高　｝踊棚す翻に．Lり，　A　fi，　B・・，　o繭AB。の関

く，期待も大ぎいのが実情であるが，要は鵡来るだ　　係から測判定な雛建するものであ遷，が，その謙ll獅1∫能

け微鍬の血痕で出来るだけ，多隙の血液型判宛を，よ　　期間の問題，浸出確謝度¢）点郷で革便があり・次の撹

り正確に行える条件・方法”という奪llに尽きると雷え　　　原証明法が之にかわつて登場し，今鴎で轍殆と’に於い

る。この点に関しての，本邦に於ける研究は，欧米各　幽　て抗原譲明法が採用されて麟著，。この抗原灘朋法は共

国のそれに比して優れた結果を報じている。これは本　　　の後数多くの報告⑩ny⑯により皮捲され開捕啓れ，融

邦の血液型学轡攻者等の努力と，血痕検査の本邦に於　　　験1血1痕を朋いての実験では，新鮮漉撰では⑪・⑪25mBr　，

ける独自の発展とに負う所が大であるが，一方には永　　　でもABO武血液型判定が可能であるという程に濾発

尾（雄二郎）①も近著で指摘している如く，犯騨挫査，　　展しつNある。鍛近に於いても松倉（熱漁）数捜及門

公判維持等裁判上の問題に関して，法医学専門家に与．　下⑰ny⑲，次いて野田（魚次郎）教授門下①⑭愈の騨

えられている権限・役割の差異にも因しているものと　　連の報告が見られるが，何れも抗原誠覗法について讐

考えられる。　　　　　　　　　　　　あり，その大綱は略欄様と讐えよう。之等は何れ
　併し此の聞題も他分野の科学と全く同様であり’，自　　　も，血痕を用いてAI30式血液型←一部MN武血液型）

から，使用血痕の徴量化の限界点が，夫々の方法1こ存　　　を検討しているものであるが，この際鍵際上…癖園る

する事であり，従つてその方法によって，或血液型判　　　事の一つに．略々充分鍬と推建される血痕搬を使用し

定可能最少限の血痕量がある筈である。更に雷えぱ　　　て判建を行つた際に，使用した抗一A並抗一B凝纂紫

〃此の程度の血痕の或貴を用いて或る方法によつて検　　　を全く吸収しなかつた場合，一…応0型と判簸して充分

査した結果，本血痕は何々型であっだという蕎載を　　　である筈であるが，この反応結果は消極面であり，更

見ても，それが前述の最少限血痕盤以下であると判断　　　に突込んで0型である辮をより積極的に確認しうる方

される場合、その血液型判定結果の儒頼性は乏しいと　　　法として，所謂抗一〇凝禦素の使用を描める入もあ

断ぜざるを得ない。血痕検査の実際上，」血痕貴として　　　る。

庶全く不充分と経験的に考えられる壁を用いても案　　　　所謂抗一〇凝集素とは，本邦に於いて確立された，

外，一応型特異性を示すと見られる反応を示す事があ　　　ABO式各型．ぺ油L球に共通に存する抗原系としての0

り得るが，その際，血痕附薫基物，汚染物質等による　　物質に対砥する抗一〇抗体という概念⑳であり，後述

葬特異現象の存する事は古くから認められている所で　　　する抗一一〇並抗一Hの概念と区別する必要があり，今

あり，その反応との関係をも充分に対照実験の上で確　　　戴では葡述の概念のものな所謂抗一〇抗体と呼んで区

かめなければ，血痕による型判定は不可能である。　　　別する窃とする。この抗原系は古畑（種i雛）博：ヒ⑳及
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門下⑳の研究と，加駕谷（鈎之助）教授及門1｛⑳⑳の　　　凝喋反応用には約1％浮游液を用いた。

研究が両々欄1つてii’filLi’Lされたものと徽よう．－ll斐　免疫抗原としては，囎こ5～6rl似蹴胤た後10

には前諸を所謂0抗原系（0物質とも呼ぶ），後者の研　　　％7乎游液として用い・1吸牧抗原としては・5～6圓以

究になる系列を策11【異性抗原（1937）Eisler－1〈agaya　　　一ヒテ先1條した』配L戴泥を用いた。

の抗原（第26次日本法医学会総会提案：1941）と呼ん　　　　　2）　動物R’il．消

でいる。この両者は常に必ずしも岡一系な示している　　　　牛lfl曜Nよ居乖廷場より購入，その他は漸教霊飼育のも

とは限らず，最近でも松沢（茂隆）⑳（195のもこの点　　　のより採［白し，何れも抗凝固剤なli1いずに採血，型の如

を指摘している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜⑳．1血1消採取後，56。C，30分不活性化の後0・1vo1／we

　第二次liU：界大戦後，　W．　T，　J．　MOrgan＆W，　M．　　ight％の割に窒化ソーダを加え氷霊に保存して用に

Watkins⑳（1948）は，”欄抗一〇凝集素を，　S型人脈　　供した。

液で吸収されるanti－H　agglutinin（hetero－－specific　　　3）人唾液

anti－－e　ag91uUnin）と，吸収されないanti－O　aStglu一　　　　よく含徽させた後に，自然流川のi唾液を集め・ピベ

tinin（group－specific　or　true　anti－O　agglutinin）　　ツトで撹1／1級，1　0（】°C　30分加熱後，遠心沈澱し・そ

とに区別し，央ノ尋ご対応してO物質，1－1物質を想窺し　　　の上溝燕ご：礎にアスベスト濾渤したものな川いた。級験

ているo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には採取徽ユ週問工賦内のものを用いた。

　このH，0系については，基礎的実験は可戒り為さ　　　　4）試験血L痕
れているが，血痕検恋の実際上の闘題について述べら　　　　永r己（雄識郎）①（1959）の方法に則つて，人A，B，

れたものはやx少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　0型各型血L痕糸を作り之な利こ1［｛：し，最後に繭乳痕煎燈を

　松沢（茂隆）⑳（1954Nよ，血痕による検査には，所　　　InL痕糸の轟さに換算し之な川いて喫験な行つた。　li1痕

謂抗一〇抗体がよいが，e型1向1球で吸収した．［：｝e：’J’Uう　　　糸の宵さは，1～3ケ月のものである。

べきであると述べて届り，杉山（昭弐）⑰（1959）をよ，　　　　　5）憩、疫動物

抗一〇，抗一Hの区分方法を論じ，それに則つて分類す　　　　正常働瞭蔵を珪1いたo

れば，」血．痕検査に於いては，Anti－－H　a露郎utininな　　　　　　1　爽験方法

用いた方がよかろうとの意見を提示している。　　　　　　　1）　免　　疫

　前述の如く，抗一〇抗体の研究成果から，古畑（種　　　　ユ0％」血L球1撃游液5c．c・身兎一羽一ド11超：として耳静脈

塾）博士は，0型血L痕確認法として所謂抗一〇抗体を　・　に注射，2～31EI間隔で5回行い，最終穂磁謝後，大

使用すれば，0型の礁認，つまり積極的証明を欝る事　　　体10目日に全採rfLtして用いた。

が出来ると同時に，種属特異性の再1騰忍をも為し得　　　2）頂L酒の処醗

る一〇1部分は【丘L球では人1“L隷のみにみられるとい　　　　1項2）にll己載通りである。

鄭一と提案して居られ，この撚は河酉（の⑳　　3）凝f甑応
（1950）？eよつて，この方法・条f・1・等が検討され，難　　特記しなし、隈り，ホー，t．・，・eラz・獅い3C分法⑳を

によつて，本確認法を行うべきが報ぜられているが，　　　用い，反応の強さにょって，冊〉冊〉督＞4L＞十〉↓

抗一〇，抗一・H凝集素の，斯る面での使用の可否にっい　　　〉士を以つて陽性を表し，除｛生は一を以て衷した。

ての検討は未だ系統的には為されていない。　　　・　　　　4）凝集素吸収試験

　鞘はこの鮮ついて，杉ILI⑳（肝識）（1959）の法　ホールグラス上t／・て，捌棚4｝・概し燭〔体1滴に
　　　
に則つて，抗一〇，抗一H凝集索の，血痕による」繰騨！判　　　逓減的に稀釈した抗原（唾液）を夫々1滴宛加え．よ

定えの利用性の点を蟄礎的に検討したので，その結果　　　く混和して室撮に30分後，判定用勝窺人血球浮游液

を蜘ご報告する次第である。　　　　　　　　　　　　　（1％）を1滴宛加えて30分後の凝錐反応を検した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　　lflt痕セこよる吸蝿又法

　　　　　　実験材料並方法　　　　　　　　　　　　　　一一定抗体錨：に，一楚量の血痕糸を，あらかじめ細切

　　　1　爽験材料　　　　　　　　　　　　したものを加え，燈絆混和後，記載条件で吸収を行つ

　　1）人及動物血球　　　　　　　　　　　　　　　　沁。

　人血球は当教室員より抗凝固剤を加えて採血動物
glLwtは当教室飼育のものから，同様にして型の如く⑳　　　　　　　誕験成績並説明

採血した。何れも必ず健用当日採血した新鮮血球のみ　　　　　　1　使用抗体について

を用い生理食塩液で洗瀞後使用した。　　　　　　　　　　前述の如く，検討すべき抗体として1ま，抗一〇並抗一
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H凝集潔がある。又夫々に動物正常抗体としてのもの　　この際氷室中のみで卿1更して4・・その吸収能にはブ磁

と，免疫抗体としての4，のとがあるので，著着はこの　　　ないとも述べている。従来一llL痕によ叡li！判竃の殿1民

四抗体を常に用いて検討を進める9：とした。　　　　　　　には，370C，次で塵1．温，次で氷耀1ノヨという獅幽ゴ取る

　又lliL痕検査の実際トからみると，抗体を稀釈して抗　　　のが常であつたが，それは必ず1河，必要：得’トで叛い’ll：

体価を低めておいて使用するのカミ常であり，又・li、識で　が判る。以上：の点摂’机て・先づ抗休tilli・4・a：抗1橿

もある。それは，抗休価の減弱が判矩の基となるので　　対して，如何なイ，程度のfll：が必要かについて検討す〉：，

あるから，抗体価は天秤の分＄「llの様なものであり，微　　　必要があるのでUζの如き雲験な行つたO

鮒こなればなる穐より低v・抗体価のものを用いなレナ　　使∫1航体は勿論抗体“削に1蜘1翻砿二四徽‘｛の掬疑

ればその変動が明確に現れカ£い理に基づく。　　　　ゴ藤であり，抗体職駅々（）・25c・c・宛川い1そ耕鵜1痘L

　そこで，薯者は，すべて杉i．Ll（昭弐）⑳（1959）の法　　趨1ご夫々2rngr．，4m露r．，　Gmgr・，8mgr・細llい，一・に

に．貝1］つて抗一〇，抗一H凝集素の半賜llを行つた。つまり　　　37°C渤槽内で，…は氷蹴内で卿1又な行い・漁1時的に

実際並L痕検i査に使fFレ雪一ると考えられる部分に於ける1ラ℃　　凝集反応な検し，対照の凝購反応な制卜鷲凝し，それと

体の示す憔状を把掴するll：が癒要な意飛があるからで　　　比較して，各試験管の反応の強5鰯な朝断し，壷々4）記

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱で記載してみると，第2表の如くであつた⑰

　正常凝繋素としては，杉山（昭弐）の結果よし）みて，　　　糞を｝ln覧して先’1鴛付かれ　嬉鵡吸収時1冊7時間

抗一〇並抗一H凝集素の分布が平均している牛な丸ら　　で峠，何れの場合に於いて塩明か瀞抗体の澱弱が認

び，隅殺揚より牛血液を入手，凝集素吸収試験の方法　　　められ，戴は余く服収除酸され’ぐし廠つてい機1罫囎あ

により，人OS型唾液で吸牧されないものをえらんで　　　り，この秘度の徽的関係に於ては，3？°C囎毫講1．内

抗一〇凝壌累とし，吸収されるものをえらんで抗一H　　　に於てでも7～8時闇の吸jt）L時闇にら於て，殆・ビ充分の

凝集素として使用した。免疫抗体としては，兎な人0　　　吸収が行は；｝1．ている聾が糊為n用．。なtL　，βに対すゐA

型1血1球で免疫して得た荊七jnL満について，同様の検齋の　　型及B　！！｛，1！lllt痕の吸収についての1｛駅（灘）軌1鴨働）の

結果によつて同様に区分した。そして，前欝をll三常　　　結果と比鮫してみる‘ヒ，そう火讃1はないとみられゐn

抗一〇，ff；．常抗一H；後噺を磁疫b‘c－一　O，免疫抗Hと略　　　（この点についてほ・更に援「醗で轡度触才Lる嚇とした

称して，以下に詑述する寓とした。オ実験に用いた炎　　　い。）

謁の抗体の性状は第磯鋤1くであつた。　　　　従来より，｝欄0物鰍、はABくA，　B＜0の関係

　即，正常抗一Hで512倍稀釈迄，免疫掩Hで2i，6　　にあると理解されているが，本寅験結墨か貼しても，

倍稀釈迄夫々吸収されたが，抗一〇では勿論全く吸収　　　その関係が認められた。即，

を示さなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸収2時間に於いて；正構抗ぐ）凝簸熱こ対して，賜

　　　狂　使用血痕盤について　　　　　　　　　　　1に0ヲ罷1血痕に答明な吸収を示していゐが，A型血癒，

　先人の報告について之をみるに，抗一〇凝集脚吸収　　　B型1血1輝ではそれに比して吸収1！矯ヵ二少い幽がうかが

に関して適格な環的関係を明確にした報告はない。著　　　えるo免擾抗一〇に対しては，illttw抗一〇の場脅に比

者は実験方法の関係から，歳近の野田（金次郎）教授　　　して吸収度合が各例に方辱いて低い状態郁∬していたn

門下の用いた方法に準ずるのがよいと考え　之に従つ　　　正常抗一Hに対しては、殆ど抗体価の滅弱がうかX’え

て実験を進めた。相沢（湿）⑳（1959）によれば，抗体　　ず，免疫抗」Hに対しては，A型並環鱗雌に於いて

価4の抗体’O．2c．c．に対して0，5mgr．以上の血痕を用　　　多少の減弱を示してい為程度であつた。

うれば，数時間で吸収判定可能であるとしている。之　　吸収3時関4時1日1に於いて言吸収2隣閥筏に於ける

よりすれぽ，抗体翼をより少くすれば可成り微量の血　　　状態が逐時的e：増強されてゆく傾陶を示していた。

痕でもABO式血液型が判定可能であるといえる。叉　　　　吸収5時闇に於いて：斑に逐蒔的に増強された状熊

　第1表　　　各凝集素に対する人OS型唾液による凝藥索吸放試験の結果
t”_＼一人OS型唾液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ψ…

抗廟、一棚率　’1・2’4°8・16・32・64・128・256・512
　　　　　　　　　＼、、

正　　常抗一〇
正　　　　常　抗一H

免　　　疫抗一〇

免　　疫抗一H

卦　　十　　十ト　　十　　井　　・什　　十卜　　朴　　斗ト　　朴

十L　　・什　　井　　→卜　　卦　　什　　卦　　升　　卦　　・H・

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　闇　　　　一　　　　一　　　　一　　　　士
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ll盤萱延，懸働二里豊
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時

閥

3

時

間

4

時

間

　：正常抗一H
　2免疫抗一HA
　：正常抗一〇
　：免疫抗一〇

　：正常抗一H
　：免提萱抗一HB
　3正’常抗一〇

　：免疫　抗一〇

　：jT．’1｝iな抗一1・1

　：免妥受抗一H
O　，正常抗一〇

　：免ジ査抗肖0

　：／1三僧抗一H

　：免疫抗一H
A・疋常抗．．。

　；施疫i抗一〇

　：皿三常通fc－　wl

　：免疫抗一H
B3正常抗一〇

　3免疫抗一〇

37°C

2　4　6　8

一Hト　　　’紐ト　　　Hf　　　・田・
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・トーll－・｛L－｝．レ

升トHl・F・1｛ト・Hト

一i村・　　　十汗　　　惜　　　升ト

イi卜・臣・II；lffL

・｝L－iLl」・】t・

冊・田・・H÷・H・

0℃

2　4　6　8

llト翌卜珊・・肝

十卜朴一H－一｛L

十÷L十　十
柵・田・・i！1・・i十

・日ト・用・十ll・段ト

帯・114・’ll－L・1卜

一H・羽一十　十

十19　斗昏　　・H卜　1甚

帯冊’i刊・冊　・滑・IH・惜帯
HF　　粁ト　　斗畳f　　一甘ト　　　ー｝1ト　　尋1ト　　リll卜　　→L卜

・ti…　｝1・一ト十　十・li－十一ト

冊轡一｝一ト十　耀・督ト・H；・掃事

・田・唾什十H・→｝ト

・田・十・IL　ii

十　十　十　十

・｝1卜・冊十　十

　　　　　帯一1什耀｛ト帯
　　　　　帯冊帯十1
　　　　　十　十　十　十
　　　　　帯冊十ト十
　：正常抗一H　fff・階帯冊
　：免疫抗…H　冊帯冊掛0
　：．M常S）’‘一・　O　十　十　一ト　十

　1免疫抗一〇　柵一H－＋＋

　：正常抗一H
　：免疫抗一H
A，正常抗．。

　言免疫　抗一〇

　：定常ijC－一一H

　5免疫抗一H
B，正常抗℃
　：免疫抗一〇

　：正常垂充一H

　：免疫抗一HO
　：正需を錘冗一〇

　：免疫抗一〇

惜十H一帯珊

辮十＋＋
帯帯帯帯
一滑　辮　一1・卜　＋

斜柵帯斗1十

冊朴升＋
帯研斗F冊
帯帯十ト＋

帯一階柵掛

柵帯帯甘
冊一1・卜卍L－i・レ

帯辮＋＋

・田・・田・・H卜朴

・H十柵・H卜干一

朴一lt・一什・ドー

斗11『　　ll十　　 尋1ト　　 『IL

十梓・Hト引十→1←

・H十帯ll↓卦
十1一朴十卜・1十

｛朴・肝柑舷L

帯冊帯柵
冊惜帯耀
→し十一IL十
斗H」－II卜・Ht　十

辮冊紐帯
覗÷刊些斗F －il

十　十　十　士

珊冊卦＋
珊・→暑ト帯・肝

→什帯帯轡
十一1↓・・IL　｝・L

柵帯升ト柵

帯冊帯冊
帯斗什伊雑
十　十　十　十

珊冊伊＋

5

370C

2　4　6　8

一1i→　　一モト　　ートト　　彗1－

十トイ・L十　十

帯｝L－｛L十
一ト　一　　　一1－5－　　　一ト1－　　　　→一

　柑N塾→十十卜
　十卜1・L－十十ll浄

　根・H＄・｝FL覗P
　・1十・卜卜・目・一卜

間　・
　一日一十卜 1L－IL

　I・日・・1卜・卜　十

　鍋・一トト十十
　・卜卜　斗卜　一ト　＋

7

時

問

十・ド　土一一一

十士一一一

一ドー・卜 士 一

十監・　十　一　一

0°C

2　4　6　8

印卜卜　　　一1卜　　　→卜　　　一fト

・朴　　一汗　十L　十

←　十　：』　dヒ

ー1・lr　　－1・ト　　　ート　　　ート

・卜卜十｝・卦・卜

・H1『　　・it；　　略ト　　　ー1曽ト

十　 Pト　十　愚ト

→・トーH一十ト・1・1－

・目L’flL・1・1－・11・

－1ト・1－1 ・卜卜一1卜

・！1　・・壬一　十　士

・1十・1卜十　十

十　一｝・　：』　一

：』　一一　一　一

十　一　一　一

1十十士一一
十　士　一　一一

十　十　士一
：L－　一　一一　一・一

を示し・各試験管に於いて強弱の蕪こそあれ吸収度合　　　　吸牧7時閥に盤匠⊆：衷示の如く，2mgr．の血痕に

を確認しうる程度に，抗俸価（ここでは凝集反応の強　　於いて既に金く吸収消拠してしまつている抗体も見ら

さで示されている）の低下が示されていた。　　　　　　れる。即，免疫抗一Hに対してA型及B型血痕，正常
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並免疫抗一〇に対してA型及0型1血痕，の組．食せに於　　　る傾向『麺1ζしていた。

て然りであつた。その伽湘葎せでも誠榊撚轍　　総壬甜1粥妓感」1酬抗休：・ll：　lfil・臓同・25c鵡

する事によつて吸収庸確忍しうる程度に抗体価の明か　　　；2mgr・に於いても・抗体価の寝1勤による吸収ll芝合は

繍1鰯を示していた。賊ll又1膿条f・llでも，37・C，氷　6～711糊で一…応の闘1’1脚脳一1瞭9「i「kiiti　Llif：状鰍ご・」㌃

蜜共に大激い1餉が認められtこの，淋・臓に於し・　すが，この卿とに11な欄なかけて拗滑【1するに於いては，

ても相沢照）⑳（1959）の主張と略々同じ糸、・課紹1｝　1蝋ll識は37°Cでも氷～樋4，火融示漆裳¢燃1）・

た。　　　　　　　　　　　　相沢（湘⑳（19．5Y）の三磁鱗・・；糊1．・う靴概ら

　総括的所見として：以上の如く，抗体価4の抗休を　　　れ老，。

用いて，その〔｝。25c。c．に対してldtL痕エ1〔2mgr。柘1度’ぴ，　　　　　1V　使用血痕の愚の限界に？いて

抗体の吸牧が確認し1｛’｝られる事1を知つた，うミ，今吸収　　　　　　　　　一A，13型判庫・ヒの」』ヒ較同臼一

7時澗後の状態について，そび）吸牧され方のみからみ　　1狗記．制伽で，覇1体価4の触t体劇i！いC一帥

ると，抗＿0抗休がよく，次いで免疫抗一Hであり，　　　0。25c．c．に対1，て各難1人面L痕am欝・な川L・’X場脅な

rlE常抗一・Hが結果論的にみて一番変動の現れ方が少い　　　検討したが，倣それ1；ズドの．馳愛｝よ如何オ‘1る状態な4こす

1・｝：を矢llつた。　併し，何れに．於いても，　H一物質，0物　　　　かを絃で検討し瞭（憾た1》

質磯は．o＞A，　Bと考え嚇1，繍牒勧弐してい　　1焔・、1：油．描1：…。・2c．e，：｛届m麟冴良〔）・2c．ct，：｛O，：？．S，

た。　　　　　　　　　　　　　m塵酬触で蝋｝1駅倒組．た細Ydr　LK｝示勃鵡
　　　］1［　抗体価の変動の観点からの所見　　　　　　　　第4表の如くであつた”この際1・L・前各順の’1象に比

榊に於いて1膜尾1：に泌吸」臨の火体繍所腋　1．，血鋤洲￥沙であつ敦・の・む一1贈li棚」6醐W，　fg，：

と考えられるので，その結渠から，略明確な吸収なノ1≒　　　に於いて逐哨’酌に抗体flliiの徽勅癒検し戴‘｝爵筐自対照融L

すと考えられる抗体蹴言［Cll、痕駄謂0．5c．e．：4r！堆r，（＝　　　て，　fL・　β靴も併lllした・

0．25、．・．，．2mg，．）の齢せを用いて卿1聰行い逐　　・り撫嚇腺強短工三’髭査然卿』蹴献’が，　，1血L瀟1：

舳に抗体価を測定してその変　魏li翻す制・馳試　o，25m静螺占ヂヤ励が，欄価・1）輔脚励：い・輔

みた。凶に血痕によゐ型判矩には，対照試験に比t，　　　鵬gr．搬使用に於いて・央々A型血綴‘ハ樹台のa・B

抗休価の有意の変動が判箆のコ・礎である。　　　　蜘嚥の場合のβ｝澗・悌掘椰ゆ低下犠認め舷の

　ぞ嫌線嫌示すれ聯3勲如くであつた。　　に，A珈痕と搬掩0・1瑚｛膿とiF常掩く》に
　吸収2　欄に於い℃37・Cの加～氷…轍りや・良　抗鰍蝦～1がみられた外は輔欝・られず，0獅雌に

姫な吸牧を示す。即，抗体価のより大きな変動を示す　　　於いて，正常抗一〇並抗一H彫こ変動が騒られた。

9Slが見られる。そこで37・cに於ける．撒1裸航づ　轍7“糊に於いx：嚇｝鷹於け鰍熊が説に

みると，A型帳については，．m．常掛Hで蝋ど変　職された傾lli傭示していた・

蹴示さず，免疫梼H及免疫抗…oで妙の醐纈　　吸収9［｝欄に於いて・何掴）紬圃謙い魅明か

向がみられる搬であるのに，正1　蹴一〇では0型血L　な抗徽Uiの低11轄獅陳た・併し剛猷態城・みる

痕に略々比適する吸収を示した。B型而L痕では，略々　　と，例えばA型1丘L痕：ll三常掩IIの組合せでは1’ξ然鴨

A型醸に於ける胴様の髄力聡められたが，轍　かな吸収を…していない・一拶1臨か・・る麟輔1認

約にみるとAl型血L痕の場合より，や玉良好と判断され　　　しえた琳から，り際に1丘L痕検驚な鴛う嚇合には，抗体

る傾向がみられた。0型血痕についてみると，正常　　　fll：O・2c・c・に対して・曲L痕翫0・5m黛r・靴隈度とすぺぎ

抗一Hでは殆ど変動がみられず，免疫抗一H，免疫抗一　　ではないかと考えられる。

0で多少の滅弱傾向を，正常抗・0で明かな変動を示　　　　総揺的所見として．：本実験より．抗体価4の餐抗体

した。　　　　　　．　　商し血麟・・5瓢…を臓として・吸構聞9糊
　吸収4時間に於いて：吸収2蒔間の場合と略々同様　　　でその吸収状況懲抗体価の明かな低下として確認し

か，多少の減弱増強傾向を示した。　　　　　う翻舳1吠力。柵尺㈱⑳の撒結粒規ヒして

　吸収5時間，　6時間。　7時開に於いて；51貯聞に於　　　　みると，同条伴で，　a，　βでほ5～6時開の吸珂又で　

いて，各抗体価の藷明な減弱がみられた。以後逐．時的　　　応判定可禽琶な抗休価低下を確i認、しうると述べている

に抗体価の減弱が認められ，　7時間に於いては，37e　　　カ㍉　吸収時・問の点で，本実験（抗一〇，抗・・賀）ではや

C，氷室何れの場合に於いても型判定上艶が謂められ　　　xそれにおとる事が示される。この，1…栂漁に於いて

ない状態を示していた。そして，やはり大体に於いて　　　対照として用いたrz，βに対する能度と比鮫してみて

0一物質並H一物質の蚤は，0＞A，Bの関係を恩はせ　　　も，時間的吸収能率は‘鋸なにα，βのソ∫が先行している
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第3褒

2

ll寺

間

4

時

問

5

時

間

　：正膚亨抗一H

　；免疫抗一HA
　：正常抗一・0

　：免疫抗一〇

　：jE常抗一II
　：免疫抗一H
B，正常抗一。

　：免疫抗一〇

　：正常抗一H
　：免疫抗一H
o：　ma常抗一（：）

；免疫抗一〇

　：ヱil常抗一H

　3免疫抗一HA：．、rlF．常抗．。

　：免疫抗一〇

　：正僧抗・・－II

　：免疫抗一H
B、正常掛o
　：免疫抗一〇

　：正常抗一・H

　：免疫抗一H
o田三常ti［－o

　：免疫抗一〇

　：正常抗rH
　：免疫抗一HA
　：正常抗一〇

　：免疫抗：0

　：正常抗一H
　：免疫抗一HB
　；正常抗一〇
　：免疫抗一〇

　：正常抗一H
　：免疫抗一・HO
　：正常抗一〇

　2免疫抗一〇

37°C

．1　　●2　　。4　　．8

僻卦一トー
－RL十士一
十　士　一　一

帯H・1・士一

→1↓”！’i・十
一

十　十　〇P　－

十　一一　一　一

十ト十：1：一

・｝1卜・｝4・十M・・

封・：tr－一
十　：t　－　一一

1・ト十士一

十ト・ll・十一

朴　・ll一　士　一

十　：ヒ　ー　一

一y卜一1↓士一

・卜卜一i↓・十一

十　十　士一

士士　一　一

十卜＋士一

帯十＋一
一1↓　十　　士　　一

士　士　一　一一

・t・L士士一

什＋一一
朴十一一
士　一　一　一

十＋一一
十一F－一一

十　十　士一

朴＋一一

什＋士一
“＋一一

十　士　一　一

OOC

1■　。2　。4　◎8

帯一1し十一

十卜十士一
帯一IL　－1・・一一一

十卜・十L士一

・tlL十士一
一1十十士一
一1－　：ヒ　ー　一

一H一升十一

6

時

間

冊・十　十　一

什一i・卜士一一・

十　士　一　一一

一1・v十十・一

　’ @　　　　　　　　 　’tt　 @ア

旨tL－itL：i：－
A

－1十十」：一

［al：・ヒー一

卦11一士一＿『『＿＿＿＿＿、．＿＿．－　7

・トト　＋L・　＋　　一一

It．　／’亡二時

　　　　　　　　　，

i卦＋＋－
1　　　　　間i→｛L　　一ト　　　ート　　ー

i慧亡：
→ユー＋＋一

十　十　士一

i＋＋一＿
1＋士一一
1卦十＋一
十→十士一
十　十　士　一

士一　一　一

十ト士一一

十＋士一
十　十　士　一

士　一　一　一

十　十　一　一

37cC

。1　　・2　　●4　 」8

士　・一　一　一

一1ト士一一
：ピ　ー　一　一

Ii－＋一一

十　十　一　一

十　士　一　一

士　一　一　一

十　十　一　一

十　十　一　・一

十　：』　一　～

十　：ヒ　ー　一一

d：　一　一　一

畦・　士　一　一

士　一　一　一

一卜卜十一一

十　・1朔　一　一

十　士一一

十　士一一

十　十　一　一

十　士一一

：』　士一一

0°C

・1　　●2　　・4　　・8

十　十　一　一

十　十　一　一

二L　士一一
一1十＋士一

iL十：ヒww
十　十士一
：』一一　一

朴士一一
・1」一十士・・一・

十　士一一
：b　－　一　一

士　一一　一

・ト　士　一一　一

→一　士　一　一一

士　一一　一　pm

十　土一一

十　十　・一　一

十　十　一ゴーmN

土　一一　一　一

十　：』一一

ﾊ4－十 一　一

十　士　一　一

士　一一　一幽

士　一　一　一

薯も明かであり，抗一〇，抗一H抗体の血痕による吸収　　　実験第5蓑によつても明かに諏められる。本衷は抗体

は，asβに対するA型及B型血痕のそれに梢々劣る　　　O，2c．　c　，；血痕1mgr．を示している。

欝が指摘される．eこの模様は，同一目的の為に行つた　　　　　　V　吸収時間について
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　第4表　　　　（表中の血1痕量は血滴0，2c．c．に対する量で示してある）

誉貯♂．響盤

鴫獣囎噛

6

時

間

7

時

間

9

時

間

　：　　　　α

　：正常抗一H
A　：免疫抗一H

　：正常抗一〇
　：免疫抗一〇

　　：　　　α

　　書正常抗一H
B　：免疫抗一H

　　：正常抗一〇
＿　、　：免．疫．抗二Q－．

　　：正常抗一H
O　：免疫抗一H
　　：II三常抗一〇

　　：免疫抗一〇

　：　　　a

　：正常抗一H
A　：免疫抗一H

　：正常抗一〇
　：免疫抗一〇

　：　β
　；正常抗白H
B：免疫抗一H
　：正常掛0
　：免疫抗一〇

　：正常抗一・H

O：免疫抗一H
　：正常抗一〇
　；免疫抗一〇

　：　　　α

　：正常抗一H
A　：免疫抗一H

　：正常抗一〇
　：免疫抗一〇

　：　β
　：正常抗一H
13：免疫抗一・H

　：正常抗一・O

　l免疫抗一〇

　：正常抗一H
’0　言免疫抗一H

　：正常抗一〇
　：免疫抗一一〇

37°C

0，5m黛r．

1●　。2　　・4　　・8

O．25mgr．

・1　2幽　●4　8．

惜朴一一　 ・串瀞L－一一一
柚」冊・Ll－一　 冊朴⊥一
十1－十十一　→十十十一
井十十一　十卜十士一
冊十一一　 HL十・卜一一
帯・1ドー一　 ・田・iF・一一
4tト斗1」・＋一　冊耕一トトー

骨卜一｝し十一　 帯・トト十一・一

十　士　　　　　耕 一ト　十　一

潤⊥　朴　　＋．一一　＿封ト　ートト　ー1・　一　，

十十一…　・H十十ト十一
・肝・ト 十一　 惜・1十十一
→・卜　　一ト　　　ー　　 一　　　　 →畳ト　　斗1十　　一1レ　　ー

・田・　－1・卜＋二．「’II”　・1トトー一，

→一ト　　　ート　　　ー　　　一一　　　　　冊　　　一ト　　　ー　　　一一一

柵帯帯一　 柵冊柵一
イ十十一一　 AL十一一・一

十ny－－　 iL十一 一

十卜，＋　．：二＿二＿　－1ト　＋　　一　　一

十十一一　一H－十一一
静」十十一　 ・肝十卜十一
十ト十卜，十一　十ト十一一一

＋＋’一一　十し＋一一
借十卜一一　十ト十一一
十　士　一　一

十卜＋一一
十K十士一
升＋一一
十　士　一　一

十ト十士一

朴＋一一
十　一　一　一

十朴＋一
十＋一一
・Hト＋一一
十　±　一　一

十　十　一　一

耗一P－一
士　一　一　一

十　一　一　一

什＋．一一
一H－＋一一

・H｝・11卜十 一

冊十＋一
十　一ト　ー　一

帯一IL十一
卦＋・・一一

帯十＋一
升＋一一一
十　十　一　一

著L十一一
li・＋一一

朴＋一一
冊十一一一
士　一　一　一

什±一一
卦＋，一一
十し士一一一

士　一　一　一

十出一　一

0°C

　0．5mgr．　　　　O．　25mgr．

．1　。2　　・4　　●8　　　・1　　・2　　．4　　●8

十卜→十一pa
・H乳十ト十 一

→十十＋一
十ト十十一
一HL朴＋一
十｝卜十卜一f・一

・階珊｛L十卜rw

十ト十ト」↓一

・十卜十．一一

枡→卜一1」一一

十十一一
柑卦＋一
十卜十＋一
十L士 一一
斗ド．．朴十一．

十　十　一　im

帯・HL→十一
・｝十十卜・i・レー

什十士一
十｝L・H－・1L一

十十一pa　柵・i十十一
→｛L－tl－十一　帯・1卜一lp－
一什　　＋　　士　　，一一一　　　｛玉↓　→・卜　・1．1・　一

冊卦十：＿　帯十卜・トー
一｛十十L十一一　十卜朴一一一
弓・ト　　r卜　　　一ト　　　ー　　　　　十ド・　　十ト　　ート　　　ー一一

十し十十一　十ト十・1－一
・1⊥一トー一　卦士一一
十＋一一　十卜・F・＋一一

十十一一
帯・ド＋一

升十＋一
十　十　一　一

→十＋士一
十　一　一　一一

卦制一＋幽・一

引一＋＋一
掛一F士一
十　一　一　一

十　十　一一・　一

十　十　一　一

十　一　一　一

十　ha　－　一

十　十　一　一

十　士一　一

十　一　一　一

十トー一一
十　一　一　一

十　十　一　一

十ト朴一一

十卜→1－－de

朴十＋一
十卜一F一トー

十＋一一
十ト＋＋一
伶→十一N－－

1十1十→乙一

掛升卦一
冊十＋一
十　一　一　一

十　十　一　一

十士一一一
十　十　一　一

十　一　一　一

帯＋一一
十　十　一　・一

十＋一一一一

十　士一　一

帯一f－一
十　ew　－　一

十ト＋一一
十　一　一　一

十ト＋一一



1960，　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15－（789）

第5衷

一．t　　　　…｝…一　　
一一一　　 一　　　　　　　囮　　一　　一　　一　一　一　　一　　一r　一

A

B

0

370C

　　α
正常　抗一H

免疫　抗一H

正常　抗一〇

免疫　抗一〇

　　　　　　α

　　　正常　抗一H
O°C　　免疫　抗一H

　　　lr1三常　抗一〇

　　　免疫　抗一〇

　　　　　　β

　　　　正常　抗一H

37°C　　免疫　抗一H

　　　　正常　抗一〇

　　　　免疫　抗一〇

O°C

　　β

正常　抗・・H

免疫　抗一H

正常　抗一〇

免疫抗一〇

　　　　正常　抗一H

　　　　免疫　抗一H
37°C
　　　　正「1幣　抗一つ

　　　　免疫　抗一〇

　　　　正常　抗一H

　　　　免疫　抗一H
O°C
　　　　正常抗一〇

　　　　免疫抗一〇

1

・1・2・4

十lt．一梓一1・・

冊帯一1」一

→ll・・1｝1・十

十iよ帯＋

・HL→十十

・十11・－1ト十

帯一1トー1卜

帯・目・十

・甘卜H－・卜

・冊・・i十＋

冊十卜・卜

料卜・1刊・州・

i十ト帯十

帯・卜」十

柵一1・F卜

弓什・H－1↓

惜轡斗ド
・i畳卜1十十

帯十卜十

帯十1－十

・1暑ト1｛み伊

帯→十＋

帯・1十→十

卦ト笹十

帯枡十ト

掛＋＋
帯十＋
Hf十＋

2

・1・2・4

｛－1－十士

・Hf冊十L

十1卜卜1－十

g・－H－＋

tlF　・HL十

3

。1。2・4

一L・1－＋一

帯十1－・卜

十ト十1－＋

帯一1一トー

－1・トーμ・＋

惜斗1－＋　斗卜＋一
一H「・　→｛ト　ー1↓圃　　　一lll　　－il－　一卜卜

・トト＋＋　・1・卜＋＋

－1十＋十　・1レ・1・・一

・Hエ＋士　十卜＋一

・Ht－1十十　十1－－1士

州一Hl‘・1卜　・1昨朴・H一

斗1卜皆一i・し　一卜トイL十

斗ト1・i一＋　帯一1↓一

冊一目・十　・1ト十　・1・・

十卜十卜・ト　・1一し・F」：

斗｝｝柵・｝・L　・惜→十十卜

冊十ト十　一H－一ト　ー1・

冊＋＋　→卜＋一
卦ト十十　一［一ト十土

掛帯十　柵十十
斗ll　一ドート　→十十　十

｛｝卜升・ト　ー睦十一y

柵＋＋　十＋＋

搭朴＋
帯卦＋
十＋一
朴＋＋

督卜・H卜1十

十卜＋士
・1十士・一・

十　十　一

4

・1。2e4

5

・1，。2。4

十1－十一　・－F一塾一

・H卜【卜一11－　・肝し日一il

十ト十レー　卦十一一

十L十・卜　一1十十ト士

一トト　ー｝一　一ト　　　・－1一ト　’ト　士

・IF・旨F　－1卜　朴一ト・1－

－1ト→・1－＋　｛｛t’・1卜十L

l・IL・iト十　1・卜昏・－1・・

H　十＋　・卜L＋士

・十卜［L十　十卜1・t・一ト

一卜　十　一v　　士　ドー　一

朴朴＋　→lt　llL・1．卜

・H－－ll－一ト　・IL十　一1－

→・ト→十十ト　十1－→」一＋

・ド1・L－w　／ド｝卜一1・卜

十　一一　t…　　十　・一　一

冊十卜十ト　甘1十朴

十1一十卜＋　十卜・1L＋

一皆十十　・1十＋一

・1十卦十　一1十・IL－！一

帯轡‡
伊帯＋
帯一H・＋

十　十　一

柵伸・十｝・

帯十卜＋

朴＋＋
一ド・＋一

・旨L・什十

イ十一1・卜十

冊・什十

十　一　一

冊→昌一1・1・

辮一1⊥士

一ド＋一

→⊥一一

6

。1，。2・4

：】：一　一

十　十　・卜

十　十　一

十　　　 P【一　　　一1剃

十　　十　　十

十　十　 ・卜

一1十十L＋

一・

P・L　　一ト　　ート

ート　十　士

一1・’　十　・・1一

士　…　一

十　十　十

・ト　・卜　・｝・・

十　・ト　士

・ト　十　：1：

士一　y・一■

十土　一一

・・m　・卜　十

十　十　一

十　・・ト　十

十　十　十

十　十　・ト

十　十　士

十　一　一

十L珊一L十

→・L　一ト　　剛｝噂

十　十　th

十　一一　一

7

・1・2。4

士　一　一

十　十　十

一1一十　一

十　十　一

十　一ト　十

・卜L十十

十　一ト　・ト

十　十　十

十　一ト　ー

－1↓斗・」；

・ト　・一・一

十　十　十

・｛・士一

十　十一

・卜　十　士

十土　tt

・！・斗・一一

十　十一

1・L＋一

十　十士

十　十　十

十　十　一

士一　v一

斗同む：L－

・ト　十　←

十　十　一

十　一　一

　以上の所見より，抗一〇並抗一H各種抗体に対して　　　　i妓に先づ第6裏として，第2褒の続きとしての一・・ge

血痕の吸収度合を知りえたが，それによれば，atβ　　　を示す。之は，一応7時閻の吸収で、大体の判驚可能

に対して用いる量よりや工多目に血痕を用いるか，載　　　な状態となつたものを，夏に18時間後に判定した結果

は略々間最を用いた場合には，吸収時間を2時間余長　　　の表示である。之で見ると，一応吸収消虫した如く見ら

くする婁によつて，α，βに対すると略々同様の吸収　　れたものが，その後18時間の問に解離して来て再び凝

能率を示すと言い得る辮が判然とした。相沢（温）⑳に　　集反応を星して来たと見られる。37°C吸収では，戒

よれば，更に長時間の吸収を行う事によつて0．2c・c・　　は細繭汚染という嶺：に基因するかも知れないと考えら

の抗体に対してO，2rngr．程度で型判定可能な吸収能率　　　れるが，　O°C内で吸収した場命に於いても同様の様絹

を示すと述べているが，抗一〇並抗rH抗体に対して　　　を纂している事は，その疑が否定的であると考えてよ

も同様の寧が示されてよいと言う事は・抗原一抗体反　　　かろう。或凝簗索を保管しつx，抗体価を逐E！測定す

応の常識として考えられてよい斯であろう。そこで，　　　ると多少の変動を来す窮もよく知られた頚：であるが，

梢々吸収時間の延長の下での実験を試みた。　　　　　　之に起因すると考えるには余りにも短時間内の変化で
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第6表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては少量の動物血球が，混雀すると

18

時

聞

　　：正常　抗一H

A晩疫抗一H
　　言正常　抗一〇

　　：免疫　抗一〇

　　　1正常抗TH
　B　3免疫抗一H
　　　，言正常抗一〇

＿＿＿三免疫　抗一〇

　　　：正常　抗一H

　O　：免疫抗・H
　　　：i［’：常　抗一〇

　　　：免疫抗一〇

37．C　l

2　4　6　8

、．．冠ll．．土＿1ヒ，i－

一日一＋　士　一

i十卜　一ll：　一　一

i十F±　．．＿

．，±ヒ、．．．．1七．1士　一

　・ト　士　　一　　一

iH一ト士　一　一

烹二lll…素＿二＿エー

十ト甚　十imi一

士　一IL　1士　一

一ト　di：　一　　一

←　士．・・－H　一

一丁一一一一一一・一一 @　いう様な場合も想定され，この場禽

0°C　　　　　人1血色素抗体のみによる反応では

｝一一一一一’－L．．’＋’”．ttt一 @入ICttと三冊定され，各種動物の．血色紫

2468 @抗体をそ厩なければ，この間題は
｛＋・士、i・　撒されないものであ翻物論で
　粘　＋i’＿　．．　　　あるが，多少の動物珀幌在があつて

菖ド’『－1＝　＿　＿　　　も，多鍛の人」白醐蒲があlh　eX，最少

　＋i士　一・一　　　限の開題は一一応解決されたとしてよ

“＋＋i一　かろうが，それに続く血液型の判定

t！’，、」七烹ヒ　購謁抗㈱鱈翻醐物・f・L灘

過…・トー　徽鰺1雛入激際の鰍細定
1：贈二：繍騰・し…ので側繍
　　　　　　　　　　　である。

　　　備考；点線は7時閲口の状態を示している。　　　　　　　　　　　　著・飾よ，人に最も近い動物の例と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，ニホソ猿を用い，一般動物例

あるので，やはり・一応解離すると考える方が考え易い　　　として教窺飼育の薦，｛：ル垂ツト，凶尊の血球を用い

のではなかろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，正常並免疫抗一〇及抗一H凝錐紮の吸収な行つ

　そこで，次に抗体価の変化型灸した嬉3表の続きを　　た。抗体は何れヰ）抗休価4に規II三したものなlllい，央

第7蓑に示した。この際，7時間吸収後の成績と上lz較　　　々の．ni1；Y，RO・S　，そのlnL澗搬の1／溶l　VIP摯も：／21｝容・

してみると，表中25時間国の衷の点線の部分（7時間　　　V捕容を用い，時々振盈しつΣ窒温で2時間吸収後の

の成績）より右に出た部分が多少の増強を示した部分　　結果を検したのであるが，その成績は第畠爽の如くで

であり，49時間では，7時閥値より吸収能率のよい結　　　あつた。．

果を現わし，97時間では，樽度吸収能捧｛の低下を現わ　　　　これによれば，免疫抗一H及正常抗一Hでは，何れ

し，101時間では，又高能率を，125時間では低能率を　　　のn†L球の場合にも金く痕跡の吸収をも示していない

現わして居る。かくみると，前述の諸裏で｝よ，7～8　　が，抗一・　O抗体では多少事情が異なり，免疫b4〔　一一　Oでは，

時間程度迄は　応吸収能率の高低を示す事なく逐時的　　　山剃血L球の1ん容では2段階の抗体価の低下巻示し，

に吸収を増強しっ玉推移して罵るが，18時聞目の例で　　兎1血球のY“容では半段階の，－1・ルモツト血球では各

は，やX7時間目より抗体価が高価を示す傾向がみら　　容の吸収に於いて半段階の抗体価の低下を示してい

れ，11時間目に於ても同様（表略）であつた所よりみ　　　た。正常抗一・0に於ては，山羊［血球の1／6容，1／10容

ると，一一応抗一〇，抗一・H抗体使用の際には，吸収時　　　で1段階の，兎血球の1ん容，i・／io容では1段階の，

間は7－10時間程度とすれば誤認がさけられるものと　　1／2溶では半段階の，更にモルモツト遁L球では1ん容，

考えられる。又この点より考えると，並L痕検査時，抗　　　V1‘｝容，1／2。容に於いて各々半段階の抗体価の低下が

体価の変動を検せず，原液に於てのみ凝集の有無を検　　　記録された。

する方法一恐らく現代に於いてはかxる方法はもう　　　　これによつてこれをみるに，抗一〇抗体では，免疫

用いられて居ないと思うが一一・は，敢えて危険をおか　　抗体，正常抗体共，動物血球によつて種々な変動を示

している方法であると欝つて過言でない。　　　　　　　す琳のある辮を確認しえたわけである。　　　，

　　　vr他種動伽球による吸収　　　　　　この際松沢（茂隆）㊧（1954）の述べている如く，

　以上に於いて，入血痕による抗一〇，抗一Hの吸収　　　e型入血球であらかじめ吸収して概いた抗一〇抗体と

について種々検討したが，併らぽそれらの抗体が他動　　　いうものを使わなかつたのは，現情勢下で，血痕検査

物」血球によって吸収されるか何うかの問題がある。人　　　の購務にたつさわつて贋られる各位の所では，この吸

血痕であるか否かは，抗人血色素抗体による検査によ　　収を予め行って羅く余暇がない現状であると聞いてい

つて先づ確定さるべき問題であるが，或は場合によつ　　　るので，未吸収の抗体を稀釈して用いたものであり，
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第7表

270C

OOC

25

・1　。2　・4

49

。1　・2　・4

97

・1　・2　・4

　　：正常　抗一H　　＋i．、±．±　　ti：一　一　　＋　一　一

A　3免疫抗一一　H　＋＋1－　＋一一　＋＋一
　　：正’常　抗一〇　　　十し1．圭．一　　　士　一　一　　　十卜　士　一

　　：免疫抗一〇　士＋i士　F＋一　帯朴＋
　　：正常　　抗一H

B・免疫抗一H
　　：正常　　抗｛O

　　：免疫　抗一〇

　　：正常　　抗一・正1

0　；免疫　抗一H
　　：正常　　抗一〇

、＿＿よ豊豊．．抗二9－，

　　3正常　　抗司E［

A　：免疫抗同H
　　自正常　　抗一〇

　　：免疫抗一〇

　　：正常　　抗一・　H

B魂疫抗一H
　　：正？旨　抗一〇

　　：免疫　抗一〇

　　：正常　　抗一H

O　3免疫　掛H
　　：正常　　抗一〇

　　：免疫　抗一〇

＋士i一
一ド　＋1±

i＋　＋　一
一1一し・　－i・一一

十　　士　　一一

十　　ha　一

士　　一　　一

一【－1・一　一

1はは　二1：真：

十L　＋i出　　　士　一　一

→L＋i・』

十　十i－
＋i・一一　＿

＋　－1一

＋・ir
十　一i「
＋i－　一一一

＋’1－�f P＿

＋　±i－in

＋－
堰|

＋i－一

一F　士　　一・・

士　一　　一

士　一　　一

士　　一　　一

十　　一一　一

士　　一　　一

十　：』　一

十　　一ト　ー

十　　十　　一

十　　一　　一

一ト　ー　　一

十　　一　　・…一

十　　一　　一

士　　一　　一

101

・1　。2　．4

：i：　一　一

士　　一　　一

十　　～　　一

十ト　＋　一

十　　十　　一・・一一

：ヒ　ー　　一

士　　一　一

：』　一　一

士　　一　　一

105

・1　・2　・4

不

検

備考：点線は7時間目の状態を示してある。

←i十　　一ト　　　ー曾　　　　ρト　　　ー　　　一　　　　　“ト　　：ヒ　　　釧r

十L　十　一　　　十　tl：　一　　　・1－　一　　一

十　一　　一　　　：』　一　一　　　→十　一　　一一

士　　士　　一　　　士　　一　　一　　　朴　　・1・　一一

朴　　十　　一　　　十　　十　　一

十　　　一ト　　士　　　　十　　　一　　一

十　士　　一　　　士　　一　・F－

十　　～　　一　　　　：1：　　一　　一

・肝　朴　一

十　　士　　一

十　　一　　in

十　士　　一

荘　＋　一

十　　一　　一

士　　一一　一

士　一　一

十ト十ト士

・ト　ー　　一

十卜→一一

十卜＋　一

・卜卜朴　土

十　　一　　一

十　　十　　一

十卜十　一

その点は，諒とせられたい。　　　　　　　　　　　　　する場合については蚊では論ぜず，その方法を用いる

　この結果は，抗一〇抗体は動物血球によつても変動　　　場含には如何なる条件が難ましいかという点につい

する事のある事を示して腸り，前述の意味に於いて，　　て，Morgan＆Watkinsの抗・・H，抗一〇の概念を導

この点のみからみれば，」血痕検細こ用いるには，時に　入し，爽際面力・らの要求からして、柳1（昭弐）⑰

判定に多少の障碍をあたえる可能性があるので，不適　　　（1959）の方法に則つての分類に立脚して，使用抗体及

であるといえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　その条件，可能限界等につき実験を行い，多少の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を加えたものであり，以下項目別に此等の観点よりの
　　　　　　総　　括　　　　　　　　　　　　　　　　意見を述べてみよ5とするものである。

　以上の実験結果を，1宣L痕検査の実用上の観点をおり　　　　　1，吸収の漏度条件について

込んで総括的に蝕に論述してみよう。既に述べた如　　　さきに，岸野ぐ整）⑰（1955）は，1血痕にょるa，β

く，血痕によるABO式血液型判定の際，α，βの何　　　の吸収条件は，37°C，察灘，氷室という一一・paの温度

れをも吸収せず，その結果0型と判定する場合，もつ　　　条件を経るのが一番よいと述べ，又この方法は今迄の

と積極的に0型であると確認し得る方法として，所謂　　　一般常識とされているものであるが，其後相沢（温）⑳

抗一〇抗擁用い勧法が述べられているが⑳⑳⑳⑳，　（1959）は，鱗間の吸収でe：，37・C，室温の方が，

その際の使用抗体の性状にっいては，あまり述べられ　　　吸収速度が早いが，4～6時間以上になれば，氷室内

ていない。著者は，所謂抗一〇抗体を用いての確認を要　　　のみでの吸収でも，前記の方法に比して大差ない事を
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第8表
K「’｝”ミiζこ一物騙別

　　　K　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　

鞭葎謡晦葦簿藤

正
常
抗

H

免
疫
抗

H

正
常
抗
0

免
疫
抗
0

．　4

4

4

4

ニ　ホ　ソ　猿

01　．2　 ・4　　・8

1／5　　　十卜　十　十　一

1／1｛｝　　－1十　十　＋　－

1ん‘）　　十卜　十　十　一

1／引｝＿＿壮＿一升一±一．一．－t二＿＿

1ん

1／10

V2。
1・／．t、‘｝

升　十　＋　一

一i十　十L　十　一

一トト　　ー1」一　　一ト　　　Pt

一ト1－　－1↓　十　　一

1！r，　　十ト　十　十　一

1／1‘）　　十ト　十　十　一

し／20　　通・卜　十　十　一

1／、Ll｝　　十L　十　＋　一

V百

・t／10

1ん‘P

朴　十　十　一

十卜　十　　十　一

→十　＋　＋　一

t／，1。1升　＋　・ト　ー

モルモ　ツ　ト

・1　　・2　　贋4　　．8

ヤ　　　　ギ

。1　　の2　　・4　　。8

ウ　　サ　　ギ

。：　。2　・4　。8

　卦　一1十　＋　一　　十1－“　＋　一

　二日一　　十ト　　　・ト　　　ー　　　　　　－1十　　　一1」L　　　→＿　　　＿

　十卜　十卜　＋　一　　一1十　一ド　＋　一

＿廿＿丑＿土＿一＿．．．．」二＿：巳一一、－1二＿＝＿

　一卜卜　＋　＋　一　　十ト　十　・ト　ー一

　一卜卜　十　＋　一　　十卜　一トL　＋　一

　十卜　　一ト　　ート　　ー　　　　　十ト　　ーtL　　－　　　一

　・卜卜　＋　＋　一　二u1＿士ヒ＿土＿二＿

十ト＋　士　一

十卜　十　士　一

→・ト＋　士　一

・1’卜　十　　十　　・一

一十L・十　士　一

一i・L　十　士　　一

朴　　十　士　．一

朴　＋　士　一

　一1十　・14・　・卜　一

　一i・1－　・1↓　＋　一

　一1十　・モト　十　一n

＿ヨ：L＿」：総．．一：1二＿一＿

　－H・　・1－i，　一ト　ー

　朴　・IL　＋　一

　→十　・F…　卜　一

　十卜　十L　・卜　一

十L　十　一　一　　十L　＋　n・　一一

→」一　十　ve　－　　・ド　・十L　－　一

十1－　＋　＋　一一t　　朴　＋　：1：　一

＿±tL＿：！：＿ナt、．ttt－＝一、一．：iH：．，読憶．Tl－＿二．

十　一　一　一　　→十　一1－　1：　一

十卜　＋　十　一　　　・1十　一ト　＋　一

升　十　＋　・一　　十ト　＋　＋　－h

十し＋＋一　朴＋＋一

示し，同時に多数例を行う場含の操作上の繁雑さ刎1監　　収する場合より，抗一〇，抗一Hの方が，時間的に2～

減に役立つ所見を報じた。著齎もこの相沢の観点か　　　3時間程度のおくれを示して贋り（第4衷，第5蓑）

ら，抗一〇，抗一H寄抗体の人血痕による吸収状態を　　7時間に於いても，α，βに比して吸牧され方が弱い

検した。予め各鍛の」血痕で木目的に適した劇郎Il：を検　　瑛がみられた。この蹴よりみると，抗体価4の抗体

した結果，抗体蚤0，25c．　c，に∫血痕量2mgr・を用いた　　　0．2c，　c。に対して工飢蝦蟻0。5猟繕r・はやx少騒であると

組合せを作つてこの間の消長を検したが，6－7時閥　　　見られる。結論としては，ABO判窪の際の6κ7時

程度の時間に於いては370C。0°C共に差を認め難く　　　間吸収法の最少錨：（堀沢によればO・5mgr・程度）を用

なり，第2表の血痕蚤を種々に褒えた場合に於ける　　　いた場合には，吸収時闘はα，βの場合より2～3時

例，及その他，すべての木実験例に於いて両温度で検　　　問長くする窮が必要であり，6～7時間での判矩には

した結果もこの結論を裏付けている專が判る。Ji｛ll，　　恐らく，α，βに対する血痕盤より争少の増加（1～

抗一〇，抗一Hを用いて血痕による吸収を検する際に　　　2割程度）が必要である。

も，相沢（温）⑳の主張の如く，6・v7時間の吸収を行　　　　3．長時閥の吸収について

うに於いては，37°C，0°C何れの場合に於いても判　　　　抗体に対して抗原墨：が少い場含，長時間の吸収を行

定上支障を来す程の差を生ずる辮がなく，殆ど同程度　　　うという事は，一応常識化した琳であるが，抗一〇，

の吸収を示す事が判つた。liif　O°Cでの場合には，始　　　抗一H抗体を用いての本実験に於いて，必要血痕の微

めは2～3時間のおくれを示す如く見られた。　　　　　　盤化を目的として，長時間（11－・101時間）にわたつて

　　2．血痕量について　一A，B型判定との比較一　　　　め吸収を行つて検した所思はぬ所見に遭遇したe

　前項に則つて，6N7時間程度の吸収で吸収能が明　　　　7～9時間迄は，各抗体共一様に逐時的に抗体価の

かに確認しうる量として先づ考察すれば・抗体価4の　　　低下傾向を示してゆくが，本実験例では早いものでは

抗体0．25c．c．に対して2；4；6；8mgr・の血痕で検し　　U時間目に於て，以下101時閲迄に於いて，抗体価の

た結果から，2mgr．で充分な吸収を示す事が明かとな　　多少の高低変鋤が現れるのがみられた。原抗体価を上

つたので，相沢（況）の報告を直接参考に資する目的　　廻る糧の変動では勿論なかつたが，この審実は，Q°C

と共に，同時にα，βをも用いてそれらとの関係を検す　　　吸収に於いても見られる事からみて・細菌汚染による

ると，抗体0．2c．　c．に血痕量0．5鋭gr．及O．　25mgr．を　　　とは考え難く・一応，一部の抗体が解離結合をくりか

使用した場合には，α又はβをA型又はB型if［1．痕で吸　　　えすのであろうと考えれば考え易い。
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この猟識行われた・踊題で吸収後の状働原液　鰍讐ぞ歩い得る様松沢⑳（茂隆）の翫姻・ヌ似血

のみに於いて検する方法等を川いる事は・明かに危険　　　球で吸収すると雷う事をせず，抗体を単に稀釈したの

を伴螂が判り，抗衙lll轍する事の必要性崩、，灘　みで1鯛しXいる一1、撚1賄に働けるに1樋当で

すると共に・あまり長時間（約1矩1以上程）の吸収の　　ないと欝う嚇が判然としたのである。

場合は・時を異にして，少くも二圃は検す20必嬰を痛　　　こう考えて来ると，稀釈のみの方法で用いる限りに

感するものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　於いては，杉ill（昭弐）⑳（1959）の指摘した如く抗一H

　　4・抗体の性状を塘としての撮択　　　　　　　　　　　潴f蒋若有用いる嚇が必嬰である。

　本実験に於いては｝先づ無｝「別に正・活並免疫抗一〇　　　　次で抗一H凋鱗騨についてみれば，金編を通じて，

及抗一Hの4種類を用いたのであるが，6り験を1亘覧　　　前述した如く，免疫抗一H凝集素力二優れている。つま

してみよう。入血．痕で吸収した際，時間的観、Ii工から先　　　　り，」n1痕検i撫に用いる場脅，免疫抗…H凝纂素が最も

つ検討すると，∬三常抗一（，が施づ抗体価の低’ドを示し　　　瀬して腰り，次でiE常抗一H凝鱗｛：で」ある。

始める」肋ミ殆どである。次で免疫抗・Hに於いて低下

か始まるが，その低下度は∬1常撫oに比して彫よも　　　　　結　論

劣つている。次で免疫抗一〇，最後がli三常抗荘1であ　　　　前L浪によるABO式1白1液型判71まの際（，型の積極的証

つた。前述の6～7時間程度の吸1［Y．の際の状態なみる　　　明として所謂抗一〇凝集｛請用いZ．場合，Morgmn＆

と，之とは多少異なり，抗一〇抗体に方奄いては，抗一H抗　　　Watkins⑳（1648）の就一正1，抗・・（⊃の慨念を取入れ，

体に於けるより，その低下度が高く，被吸」V之性は抗・・　H　　杉山Gl召弐う⑳（1959）の｛1職した分類法に則つて，正

の方が劣つている審が示されているo即，以上の点の　　　常btC－一　II，貨疫抗一H，　IE僧抗一〇，免疫aft－・　o抗体に

みから見ると，抗一〇凝li素の方が，殊に蕉常抗…0　　　分類しナ：夫々が，如f“1に使用さる’・ζぎかな検討して次

凝築素が一番よいと見られる。　　　　　　　　　　　　の如き結論な得たo

　血液型判簸iという現顛は，ABO式1血t液型から始ま　　　　O」→記四磁の抗体共声触的所見として

り，MN武，　Rh式及それに引続いた塑くの新1貢L液型　　　　ユ）　抗体価4の抗体な用いて，人頂1．痕によつて吸恥疋

群に菰る迄，lr［LBRの凝f襲反応という全く剛一の現錬の　　　を行う場禽，氷，1内のみでの吸収では，その他の～磁度

有無のみによるものであり，従つて唯持異性の高い，　　　条件での吸収に比して，初めの［S・N・1時間までは吸収

よい批体を用いる事が最揺要な要素である。つまり目　　能は劣るが，6～7ill欄程度に至れば，大譲ない吸収’

的の抗体以外を金く含有しない恋が必要なめである。　　　能を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　．

　血痕検査に用いる場合でも全く同様であつて，人ML　　　2）　抗体価4の抗体を月ヨいて人血痕で吸11又する場

浪以外の物質によつても，抗体価tlこ変動を来す様姻摯　翫6～7時i・1で有意の抗体側婁鶏下な来す入．lfil．maの蝉

があつては，型判定に際し，時に判断を困購こする場　　少S’il，：に，抗体撮：0．2c．　c，に対して、人翻喪刎騒：は，α，

食も想建される。殊に人1直L痕に少撒の動物血が混在し　　　βに対する最少tt］」：よりや取．i廻る量を必要とする。そ

ている場合には，人血色素抗体では勿論人tillと判定さ　　　れと同1：を用いた場食は，α・βの場禽より2時聞程

れるが，型判定に際して，例えば，先入ゐ藁績⑳⑳か　　　度吸収時間を長くする必要があると見られる。

ら雷つても，本実験の結果からも，所謂0物質最庶　　　3）長時間（大凡，1鯛以上）の吸収を行う場合，

（AB〈）A，　Bく0の順で喪わされるが，この関係と　　　7－9時間迄は抗体価は嵐調に低下を示しているが，　tt

は全く逆な結果を示すような鋤ミあるのは望ましくな　　　それ以上になると，抗体価の多少の上下の変動をくり

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえすと見られるが，その理由は一応抗体の一一eelの解

　所が，正常並冤疫抗一〇及抗一H体を抗体価4に規　　　離・再結合であろうと推察される。従つて，長時間の

正したものに，猿，モルモット，ヤギ，ウサギの血球　　吸収の場合には，少くも二度以上，時を異にして検す

を加えて吸収した結巣は（第8爽），抗一H凝簾素は，　　　る必要があるξ考えられる。又血痕による型判建には

全く変動を示さなかつたのに反して，抗一〇凝集素で　　　必ず抗体価の変動を検すべきである。

は，変動が著明に見られ，殊に正常抗・・0凝集素に著　　　　O上言己四種の抗体の利用性について

明であつた。この結果から推測すると，前述の人血痕　　　上記四種の抗体について，被吸収性に、勢特異的抗

のみでの吸収の際に最も吸収され方が著明であった事　　　体価低下性の点を併せ蓉劣蔓すると，免疫抗一H凝集素

は，必ずしも人特巽的に吸収されたという纂のみを示　　　が最も優れ，次で正常抗一H凝集素であり，抗一〇擬

しているとは考えにくい。つまり，抗一〇凝集素は，　　　集素は不適当と考えられる結果を得た。

正常抗体でも冤疫抗体でも，一併し本実験では，各　　　　但，この場合は，各種抗体を単に稀釈したのみ（抗
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